
 

 

 

 

 

 

 

 

  

【探検隊 A 班の報告】 

われわれは、エネルギーの消費をおさえるために主

として帆船で A 大陸に向かった。大陸に近づくにつ

れ、全く緑がないという異様な景色が飛び込んでき

た。さらに近づいてドローンで観察すると、そこは一

面太陽電池で埋め尽くされて、緑はなく動物も全く

見えず、時折ロボットのようなものが地上や空中を

動き回る姿が見えた。かってここにあった最大の文 

明国はどうなったのか。幸い、その hubot (humanoid robot のことらしい)と交信できた。彼（彼女）は、1. 

約 1 億の hubot がおり、ほとんど地下で活動している。2. hubot は,エネルギーの補充の時以外働くことがで

きる。3．すでに火星に移住したグループがおり、現在は太陽系消滅の時に備えて他の恒星系への移住計画が

進行中である。４．太陽エネルギーを完全に利用し、資源は完全再利用されている。という説明をした。ここ

にいたはずの人類のことを尋ねると、下働きをさせていたが、争いが絶えず、またあまりにも知能レベルが低

く、生存・再生が非効率的であるので、100 年ほど前に完全に排除したということである。 

 
【探検隊 B 班の報告】 

帆船で B 大陸に向かったが、近づくにつれ放射能検

出器からの警告音が大きくなり、遠くからの観測し

かできなかった。遠くから見る限り、緑にはおおわれ

ているがその中に林立するのは廃墟化した建物ばか

りである。22 世紀頃の古文書によれば、ここには、

AI のために大量に必要になったエネルギー源とし

て、枯渇した化石燃料の替わりに原子力エネルギー 

を用いた多くの文明国があった。それ以後の文献はないのだが、何度か核施設の爆発事故があり、1 万年以上

管理し続けなければならない放射性廃棄物が地下に埋められていたのだが、管理が追いつかなかったことさ

らに地殻変動でその廃棄物が地上にあふれて、すべての動物が滅亡したらしい。ドローンで見る限り、地上に

は動き回る動物は見えず、地下国家を作っている可能性もあるが確認できなかった。また、小さなアリ程度の

生き物が森のどこかで生き残っているかもしれないが、今回の探検では確認できず、更なる調査が必要であ

る。すべてが科学を用いて人間の知恵で解決できるという誤った信念がもたらした結果といえるであろう。 

2050 年にエコトピア共和国が世界から独立し、完全鎖国政策を敷いて 500 年が経過したの
を機会に、政府は他地域を調査すべく二つの探検隊を派遣した。そこには、われわれがとて
も想像できない驚くべき光景があった。 
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